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1　はじめに

　酪農の生産性向上には、周産期疾病の予防が大きな

課題である。疾病の発症は特に 3産次以上の経産牛で

多いことが知られており、予防をする為には臨床症状

を呈する前に牛の異常を早期発見し、適切に対処する

ことが必要である。

　近年、牛の様々な行動をモニタリングすることが可

能なセンサーが登場し、生体情報を用いて周産期疾病

の発症を予測する技術開発が期待される。

　生体情報の中でも、反芻時間は分娩の 10 日前から

周産期疾病の発症牛群で低く推移することが報告され

ている 1)。

　そこで、当研究所で分娩した 3産次以上の乳用牛を

対象とした調査を行い、分娩前 10 日間の反芻時間デー

タを用いた疾病の予測が可能であるか明らかにする。

2　調査方法

　（1）調査対象及び期間

　2016 年 1 月～ 2022 年 9 月の期間において、当研究

所で分娩した３産次以上の経産牛のうち、分娩 21 日

前から 28 日後において疾病の治療履歴がない牛を未

発症群（延べ 24 頭）、分娩 21 日前から分娩日にかけ

て治療履歴がなく、分娩日から分娩 5日後にかけてケ

トーシスまたは低カルシウム血症の治療記録がある牛

を発症群（延べ 26 頭）とし、どちらの群にも区分さ

れないもの（分娩前や分娩 5日後以降に何らかの治療

を受けた牛）は集計から除外した。

　（2）調査項目及び方法

　調査項目は、分娩前 10 日間における反芻時間

（Rumination Time、以下 RT、分 / 日）並びに RT の

前日対比の増減率 (Rate of Change、以下 RC、± %)

であり、反芻時間は音響式センサー（ヒータイム HR、

SCR 社製）により収集した。

3　調査結果及び考察

　発症群及び未発症群に共通し、分娩前 10 日間にお

いて RT は漸減し、分娩日に最も短い値となった。同

様に RC は横ばいに推移し、分娩日に最も低い値となっ

た。また、発症群では未発症群よりも、期間を通じて

RT が短い傾向が見られたが、群間差は未発症群にお

ける標準偏差の範囲内であった。（図１）。
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　未発症群における各日の RT 及び RC の平均値から

標準偏差を差し引いた値により閾値を算出し（表１）、

試験牛 50 頭の RT 及び RC を分娩前日数毎の閾値との

比較によって、反芻行動の健全性を A～ Dの 4段階で

評価した。RT が閾値以下かつ RC が閾値以上の区分は、

RT が継続して低値の個体を示すため、最も評価の低

い D区分とした。

　分娩前 10 日間のうち A 区分に該当する日数が多い

ほど、疾病発症率は減少する傾向があり、全期間 A区

分に該当する牛では、疾病発症率が 31％（4頭 /13 頭）

であった。B ～ D 区分では該当する日数が多いほど、

疾病発症率が上昇する傾向があった（表２）。発症群

のうちケトーシスの個体では 6 頭 /9 頭で B ～ D 区分

が 6日間以上観察された（図２）。

4　まとめ

　周産期疾病を発症していない牛群の反芻時間を基準

とする閾値の設定により、分娩前から疾病の予測が可

能であるか検証を行った。

　分娩前 10 日間のうち、反芻時間（分 / 日）または

その増減率（± %）が閾値以上となる日数が多いほど

分娩後の発症率は低下し、閾値未満となる日数が多い

ほど発症率は上昇する傾向が見られた。

　また、ケトーシスを発症した牛群では、低カルシウ

ム血症を発症した牛群と比較し、閾値未満となる日数

が多く観察された。

　以上から、分娩前 10 日間の反芻時間とその増減率

は、周産期疾病の発症と関連性があり、特にケトーシ

スでは分娩前の反芻時間から、疾病予測の可能性が示

唆された。

　一方で、分娩前に閾値未満の値が一度も観察されな

かった区分においても、発症率は 3割ほどあることか

ら、高い精度で周産期疾病の発症を予測するには、分

娩前の採食状況やボディコンディションスコア、分娩

難易度など、反芻行動以外の様々な要因を加味したう

えで検討する必要があると考えられた。
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図２ 発症群における個体及び分娩前日数毎の判定分布 
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表２ 分娩前 10 日間における区分別の検出回数と疾病発症率 （発症頭数／検出頭数） 

                        

分娩前日数 -9 -8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 0 

RT 

（分/日） 

平均値 444.6 431.9 421.6 417.2 405.4 405.3 408.7 402.2 358.0 286.0 

標準偏差 84.1 81.7 92.1 105.5 102.5 110.1 106.3 106.7 123.7 129.2 

閾値 360.5 350.2 329.6 311.7 302.9 295.2 302.4 295.5 234.3 156.8 

RC 

（％） 

平均値 1.4 -2.5 -2.7 -1.3 -1.6 -0.3 2.9 -1.2 -11.2 -22.8 

標準偏差 12.5 10.0 7.7 12.8 14.8 9.0 18.0 11.4 18.7 16.2 

閾値 -11.2 -12.5 -10.4 -14.1 -16.4 -9.3 -15.1 -12.6 -29.9 -39.0 

 

表１ 未発症群における分娩前日数毎の反芻時間及びその増減率の閾値 

（各判定における閾値区分は表 2 を参照） 
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表１ 未発症群における分娩前日数毎の反芻時間及びその増減率の閾値 

（各判定における閾値区分は表 2 を参照） 

図１ 分娩前日数と反芻時間及びその増減率 
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ケトーシス 低カルシウム血症

表２ 分娩前 10 日間における区分別の検出回数と疾病発症率 　　　　　　　　　　　　（発症頭数／検出頭数）


